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日
本
の
世
界
史
教
科
書
で
は
、「
イ
ギ
リ
ス
革
命
」
を
「
ピ
ュ
ー
リ
タ

ン
革
命
」
と
す
る
記
述
が
一
般
的
で
す
。
以
前
は
、
一
七
世
紀
半
ば
の
ピ

ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
と
後
半
の
名
誉
革
命
を
あ
わ
せ
て
「
イ
ギ
リ
ス
革
命
」

と
す
る
記
述
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
行
の
教
科
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
イ

ギ
リ
ス
革
命
の
開
始
に
ふ
れ
た
後
で
、
山
川
出
版
社
の
『
詳
説
世
界
史
』

の
よ
う
に
「
こ
の
革
命
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た

こ
と
か
ら
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
と
も
呼
ば
れ
る
」（
二
二
四
頁
）
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
こ
の
革
命
の
時
期
と
内
容
を
調

べ
て
み
る
と
、
高
校
の
各
教
科
書
に
は
顕
著
な
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
端
的
に
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
＝
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命

が
、
一
六
四
〇
年
に
始
ま
っ
て
六
〇
年
に
終
結
し
た
と
す
る
山
川
出
版
社

の
各
教
科
書
と
、
四
二
年
に
始
ま
っ
て
四
九
年
に
終
結
し
た
と
す
る
そ
れ

以
外
の
各
教
科
書
に
は
、
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

入
試
問
題
で
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
時
期
を
問
う
こ
と
が
タ
ブ
ー
に
な
る
ほ
ど
、

由
々
し
き
事
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
頼
る
べ
き
教
科
書
記
述
が
、
真
っ

二
つ
に
分
裂
し
て
い
る
の
で
す
。
ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
以
下
で
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
時
期
に
関
す
る

ギ
ャ
ッ
プ
が
何
に
由
来
し
、
こ
の
背
景
に
、
ど
の
よ
う
な
研
究
上
の
問
題

が
あ
る
か
を
考
え
ま
す
。
末
尾
で
は
、
そ
の
亀
裂
を
修
復
す
る
方
法
に
つ

い
て
言
及
し
ま
す
。

「
イ
ギ
リ
ス
革
命
」
と
い
う
用
語
は
「
イ
ギ
リ
ス
」
と
「
革
命
」
と
い

う
二
つ
の
こ
と
ば
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
「
イ
ギ
リ
ス
」
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
良
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、「
イ
ギ
リ
ス
」
は
「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
」
と
「
ブ
リ
テ
ン
」（
も
し
く
は
連
合
王
国
）
と
い
う
二
つ
の
意
味

を
も
つ
曖
昧
な
言
葉
で
す
。「
イ
ギ
リ
ス
革
命
」
は
「the English Re- 

volution

」
の
訳
語
で
す
か
ら
、
よ
り
正
確
に
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
」

と
訳
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
実
際
に
、
最
近
の
世
界
史
教
科
書
で
は
、
山
川

出
版
社
の
『
新
世
界
史
』
の
よ
う
に
、「
イ
ギ
リ
ス
革
命
」
で
は
な
く

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
革
命
」
と
表
記
す
る
も
の
が
現
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
以
下
で
は
、
一
七
世
紀
半
ば
の
出
来
事
を
示
す
の
に
、
ど
の
教
科
書
で

も
使
わ
れ
る
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
」
を
用
い
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

◉
世
界
史
Ｑ
＆
Ａ
◉
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次
に
「
革
命
」
で
す
。
教
科
書
記
述
に
見
ら
れ
る
差
異
の
背
景
に
は
、

一
七
世
紀
半
ば
の
出
来
事
を
「
革
命
」
と
見
る
か
、「
内
戦
」
と
見
る
か

と
い
う
大
き
な
問
題
が
控
え
て
い
ま
す
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
を
一
六
四

二
年
に
始
ま
り
四
九
年
に
終
結
し
た
と
す
る
教
科
書
の
一
つ
が
帝
国
書
院

の
『
新
詳
世
界
史
B
』
で
す
が
、
そ
こ
に
は
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
と
よ

ば
れ
る
内
戦
が
勃
発
し
た
」（
一
五
六
頁
）
と
あ
り
ま
す
。
実
際
に
内
戦

は
四
二
年
八
月
に
始
ま
る
の
で
、
開
始
に
つ
い
て
の
説
明
は
正
し
い
で
す
。

し
か
し
、
第
一
次
内
戦
は
四
六
年
六
月
に
一
旦
終
結
し
、
第
二
次
内
戦
は

四
八
年
四
～
八
月
な
の
で
、
厳
密
に
い
う
と
、
内
戦
の
時
期
は
四
二
～
四

九
年
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

他
方
で
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
を
一
六
四
〇
～
六
〇
年
と
す
る
見
方
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
見
方
は
、
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
が
四
〇
年
四

月
に
議
会
を
招
集
し
た
も
の
の
、
こ
の
短
期
議
会
が
解
散
さ
れ
た
後
、
同

年
一
一
月
に
長
期
議
会
が
招
集
さ
れ
、
諸
改
革
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
重

視
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
内
戦
が
勃
発
し
て
議
会
派
が
勝
利
し
、
四
九
年
の

国
王
処
刑
、
そ
の
後
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
就
任
を
へ
て
六
〇
年
の

王
政
復
古
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
革
命
と
捉
え
て
い
ま
す
。
四
〇
年
に
招

集
さ
れ
た
長
期
議
会
は
、
四
八
年
末
の
長
老
派
追
放
を
へ
て
、
五
三
年
に

解
散
さ
れ
ま
す
が
、
五
九
年
末
に
復
活
し
た
点
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
革
命

議
会
と
し
て
機
能
し
た
長
期
議
会
の
存
続
期
間
は
、
四
〇
年
か
ら
六
〇
年

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
を
四
〇
～
六
〇
年
と
す
る

説
は
、
一
連
の
流
れ
を
連
続
的
に
説
明
で
き
、
四
〇
～
四
一
年
に
諸
改
革

が
な
さ
れ
、
四
九
年
以
降
も
改
革
が
続
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
な

り
の
説
得
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
革
命
論
で
決
着
が
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
否

で
す
。
現
実
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
革
命
論
と
内
戦
論

の
背
後
に
は
、
欧
米
の
研
究
動
向
に
根
差
し
た
変
遷
と
亀
裂
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
研
究
史
を
ひ
も
解
く
と
、
一
七
世
紀
半
ば
に

ブ
リ
テ
ン
諸
島
で
お
き
た
事
件
ほ
ど
、
様
々
な
タ
ー
ム
で
呼
ば
れ
て
き
た

も
の
は
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
ま
で
は
、

議
会
が
国
王
を
処
刑
台
に
追
い
つ
め
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
件
を
「
大
反

乱
」
と
呼
ぶ
の
が
通
例
で
し
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
半

ば
に
な
る
と
、
一
転
し
て
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
」
や
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

革
命
」
と
い
っ
た
革
命
論
が
有
力
と
な
り
ま
す
。
そ
の
前
提
に
は
、
ホ
イ

ッ
グ
史
学
や
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
が
、
二
〇

世
紀
後
半
に
な
る
と
、
再
び
「
革
命
」
は
忌
避
さ
れ
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

内
戦
」
や
「
三
王
国
戦
争
」
と
い
っ
た
内
戦
論
が
浮
上
し
ま
す
。
そ
れ
を

推
し
進
め
た
の
は
修
正
主
義
と
呼
ば
れ
る
新
潮
流
で
し
た
。
最
近
で
は
革

命
論
が
巻
き
返
し
、
他
方
で
「
ブ
リ
テ
ン
内
戦
」
論
や
「
ブ
リ
テ
ン
革

命
」
論
も
登
場
し
た
り
と
、
こ
の
事
件
に
は
、
実
に
多
様
な
タ
ー
ム
が
付

与
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
用
語
上
の
混
乱
こ
そ
が
、
分
裂
す
る
教
科
書
記

述
の
根
底
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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し
か
し
、
混
乱
を
乗
り
越
え
る
方
法
は
皆
無
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

方
向
は
、
差
し
当
た
り
三
つ
ほ
ど
考
え
ら
れ
ま
す
。
第
一
は
、
空
間
的
に

視
野
を
広
げ
、
一
七
世
紀
半
ば
の
出
来
事
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
み
な
ら

ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
含
め
、
三
国
に
ま
た
が
る
複

合
国
家
形
成
の
転
機
と
捉
え
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革

命
を
「
ブ
リ
テ
ン
革
命
」
と
見
る
視
点
が
開
け
て
き
ま
す
。
こ
の
視
点
に

つ
い
て
は
、
岩
井
淳
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
と
複
合
国
家
』（
世
界
史
リ

ブ
レ
ッ
ト
25
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
お
よ
び
岩
井
淳
編
『
複
合
国

家
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
と
社
会

─
ブ
リ
テ
ン
国
家
の
創
出
』（
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
、
二
〇
一
二
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

第
二
は
、
時
間
的
な
幅
を
広
げ
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
を
、
一
七
世
紀

末
の
名
誉
革
命
か
ら
一
八
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
ま
で
見
通
し
て
捉

え
る
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
元
々
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
と
名
誉
革
命

を
関
連
さ
せ
る
見
方
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
一
八
世
紀
ま
で

広
げ
る
こ
と
は
有
効
で
す
。
実
際
に
、
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
ら
は
ピ
ュ

ー
リ
タ
ン
革
命
、
名
誉
革
命
、
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
を
「
三
つ
の
ブ
リ
テ

ン
革
命
」
と
し
て
連
続
的
に
捉
え
る
視
点
を
提
起
し
て
い
ま
す
（J.G. 

A
. Pocock

（ed.

）, T
hree British R

evolutions: 1641, 1688, 1776, 

Princeton, 1980

）。

第
三
は
、
革
命
と
内
戦
の
関
係
を
、
水
と
油
の
よ
う
に
反
発
す
る
と
は

考
え
ず
、
両
者
の
相
互
関
係
を
問
う
こ
と
で
す
。
通
常
は
、
一
六
四
〇
年

か
ら
始
ま
る
革
命
に
お
い
て
、
四
二
年
か
ら
四
八
年
ま
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
征
服
を
考
慮
す
れ
ば
、
五
一
年
ま
で
内
戦
が
あ

っ
た
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
の
書

物
『
神
の
怒
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
炎
』（
未
訳
）
は
、
三
七
年
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
暴
動
か
ら
「
三
王
国
の
危
機
」
が
始
ま
り
、
四
二
～
四
六
年

ま
で
ブ
リ
テ
ン
諸
島
で
内
戦
が
進
行
す
る
も
の
の
、
そ
の
先
の
四
六
～
四

九
年
に
か
け
て
「
革
命
」
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
（M

. J. Braddick, 

G
od's Fury, E

ngland's Fire: A
 N

ew
 H

istory of the E
nglish 

Civil W
ars, London, 2008

）。
こ
の
議
論
は
、
従
来
と
は
違
う
か
た
ち

で
、
内
戦
論
と
革
命
論
を
融
合
し
て
理
解
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
時
期
を
、
一
六
四
〇
～

六
〇
年
と
す
る
見
方
と
、
四
二
～
四
九
年
と
す
る
見
方
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
存

在
し
、
そ
の
背
後
に
は
、
欧
米
の
研
究
動
向
を
反
映
し
た
革
命
論
と
内
戦

論
の
亀
裂
が
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
、
四
〇
～
六
〇
年

の
見
方
が
説
得
的
で
す
が
、
実
際
の
研
究
状
況
は
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
亀
裂
を
修
復
す
る
方
法
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
前
述
し
た
三

つ
の
動
向
な
ど
が
登
場
し
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
新
た
な
意
義
を
見
つ

け
は
じ
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
に
照
ら
し
、
教
科
書
記
述
に
お
け

る
ギ
ャ
ッ
プ
を
う
め
、
少
な
く
と
も
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
時
期
に
関
し

て
は
統
一
し
た
見
解
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
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